
TCK12003028102.pdf (0 - 16 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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390.30 1.50 1.50
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(SF)

386.55 3.75 5.25
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376.80 9.75 15.00
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0.0～1.5m：表土。
φ1～5cmの不均質な礫と植物片を
多く含む。未固結で非常にルーズ
である。
0.3～0.6mは黄褐色を呈する。

1.5～5.25m：礫質土
火山性泥流堆積物の二次堆積物で
ある崖錐堆積物。φ1～20cm程度
の亜円～亜角礫を多く含む。礫種
は安山岩や石英安山岩が主体で、
まれに花崗岩礫を含む。マトリッ
クスはルーズな砂質シルトである
。
1.7～2.0m付近は植物根を含む。
2.95m付近には花崗岩礫を含む。

5.25～15.0m：火山性泥流堆積物
中硬質な石英安山岩と淡桃灰色の
やや固結した火山灰からなる。マ
トリックスの固結度は変化に富み
、短柱状コアの部分と土砂状コア
となる部分と様々である。N値は
50以上を示す。
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